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父母の会　だより
2009年1月3日 第3号

2009年度、役員、委員、係の選出方法について

　いよいよ2009年も始まり、父母の会では新役
員、委員、係を選出する時期になってきまし
た。毎年本会では、会の組織的な実務にあたる
執行部役員に8名、行事、運動会、広報、図書、
資金調達の各委員会の委員に24~26名、各クラス
にクラス係2名、幼初等部には各クラスに図書係1
名を選出します(別紙1　組織図参照)。
 
　さて、現執行部では従来の選出方法を、より
公平かつ円滑にするため、皆様のご意見も頂戴
すべく、先日アンケートを配布致しました。こ
のアンケートには179家族からご回答いただき、
56%の回収率となりました(集計結果は別紙2参
照)。多くの保護者の方々、ご協力ありがとうご
ざいました。アンケートで得た皆様のご意見を
できるだけ考慮し、前年度の検討事項も考察し
た上で、今回の選出方法を以下のように改定い
たしましたので、皆様のご理解とご協力をよろ
しくお願いいたします。また、ご質問がございま
したら、njfubonokai@gmail.comまでお知らせ下
さい。

選出方法：

　まず選出方法ですが、立候補者が定員に満た
ない場合は、抽選で決定させていただきます。抽
選は家族単位で行いますが、免除条件に該当す
る家族や、立候補し、選出が決定した新役員、
新委員がいる家族は、抽選免除となります。

　ただし、クラス係、図書係の選出は、新年度
のクラス編成の確定以降に行います。したがっ
て、この抽選では係希望者は免除対象にはなり

ませんのでご注意ください。係選出に関する詳
細、及び係希望調査票は一月末に配布する予定で
す。

　役員、委員選出の抽選に関する詳細は以下の通
りです。必ずご一読いただきますよう、よろしく
お願い致します。

o 抽選は1月10日(土)　9時30分より父母の会室
にて行います。その場で結果が発表されま
すので､立会いをご希望の方は是非お越し下
さい。

o 抽選では当選番号をふり、1~8番は執行部役
員、9~34番は委員、35~42番は補欠とさせて
頂きます(立候補者が多い場合は、これらの
番号は繰り上がります)。

o 当選者には1月10日の午前中のうちに執行部
からその旨電話でお知らせ致します。当日
は必ず、どなたかが電話に出られるように
ご配慮下さい。ご旅行､出張などで当日に連
絡が取れないことが予想される場合は、お
手数ですが事前に執行部までご一報下さ
い。また、当選者名は当日、父母の会室の
前の廊下にも掲示致しますので、そちらで
もご確認下さい。

o 当選者には引き受けていただくことを前提
とし、抽選当日の電話連絡はあくまでお知
らせにとどめ、その時点では役職の希望を
とりません。

mailto:njfubonokai@gmail.com
mailto:njfubonokai@gmail.com
mailto:njfubonokai@gmail.com
mailto:njfubonokai@gmail.com


ニュージャージー補習授業校

父母の会Eメールアドレス： njfubonokai@gmail.com	

 PAGE 2

注）毎年、執行部役員が抽選当選者に電話連
絡する際に、選出方法に関する苦情をおっ
しゃる保護者の方がいらして大変困っていま
す。選出方法に関するご意見は、父母の会の
メールアドレスへ送信いただきますと、こち
らからご連絡致しますので、くれぐれもお電
話では穏便に対応していただきますようよろ
しくお願い致します。

免除条件：

　今回は、例年の免除条件を以下のように更に具
体化(例年と異なる点は傍線で参照)しました。

1. 補習校、またはNY教育審議会の職員(教員
も含む)のいる家庭

2. 現在妊娠中の方、または４月１日時点で2
歳未満のお子様をお持ちで、上記役員､委
員に選出された場合、お子様の面倒を見
る方がいない家庭

3. 2009年4月時点での転校､または退学が確
定している家庭

4. 両保護者ともに土曜日に常勤している家庭
5. 両保護者ともに日本語が話せない家庭
6. 保護者の一人が土曜日常勤で、もう一人は
日本語が話せない家庭

　前年度からの検討事項やアンケートで
いただいた複数意見に対する考察、及び
決定事項を下記にまとめました。

 父母の会の活動の大半が、子供

達の教育のための学校づくりに携わること
であるため、役員、委員、係などの任務は

本来ならば全保護者で担うべき
である。

「免除条件者を除く抽選」と
いう選出方法は、従来も行われ
てきたが、今回のアンケートで
も回答者の約8割が支持している
ため、現在の父母の会において
も最良の方法であると判断し

た。

 従来の方法では、抽選日当日の当選者への
電話連絡の際、承諾の意志の確認や役職の
希望などを伺っており、これはかなりの時
間を要する作業であったため、当選番号順
に連絡をとることができなかった。そのた
め、不公平さを感じざるを得ない保護者が
多かった。これらの問題に対し、今回は当
選番号で役員、委員、補欠と振り分ける、
役職については当選者同士の話し合いで決
定するということで改善を図った。

 各役職の仕事は、マニュアル化も進み、任
務はグループで補充し合える。また、金銭
的な報酬を受けてするものではないので、
各自できる範囲で業務を果たせばよいとい
うことを踏まえ、当選者は役を引き受ける
ことを原則とする。

 免除条件に関しては、アンケートで支持の
多かった意見や、役員、委員の業務に支障
をきたすと考えられるものを中心に取り入
れた。ただし、「健康上の問題」という条
件は定義が広いため、項目には含めず、
そういうお知らせを受けた場合は個別に
考慮する。

過去には、フルタイムでお仕事を持っ
ていらっしゃる方、出張の多い方、2歳以
上の未就学児をお持ちの方、家の遠い

o 当選者の方には1月17日(土)　12時に父母の
会室に集合していただき、役員当選者と委
員当選者に分かれ、各役職を話し合いで決
定していただきます。事前の連絡なく当日
に来られなかった場合は、役職については
一任されたと判断させていただきますので
ご了承下さい。

mailto:njfubonokai@gmail.com
mailto:njfubonokai@gmail.com


ニュージャージー補習授業校

父母の会Eメールアドレス： njfubonokai@gmail.com	

 PAGE 3

方、車のない方等も執行部役員や委員を
務めてきたという実績を踏まえ、こう
いった理由は免除対象からは除外した。

 アンケートでは、妊娠中や2歳未満の児童
をお持ちの保護者でも、状況によっては
できる役職もあるのではないかという意
見が複数あったため、今回はこの条件に
「役員､委員に選出された場合、お子様の
面倒を見る方がいない家庭」という限定
を加えた。

 役員、委員、係の仕事に対し金銭的な報
酬を出して立候補者を増やせばよいので
はというものが多かったが、給与を出す
ことや、授業料の免除をすることは、申
請中のNPO(非営利団体)形態に合わない、
補習校が慢性的な財政困難にある等の理
由により不可能である。ただし、簡単な
ギフトや慰労会などという形でのお礼は
検討していく。

 多忙な保護者のために、金銭的な寄付をす
ることによって抽選を免除してもらえるよ
うにして欲しいという意見もあったが、こ
れは複雑な検討事項であるため、今後の課
題にする。

 父母の会は不必要という意見もあったが、
学校図書の運営、ホームページの管理、ク
ラス写真撮影の手配などは全面的に父母の
会によって行われ、運動会や文化的行事に
関しても本会からの多大な協力があってこ
そ開催が可能となるため、補習校が実質的
に塾ではなく、学校として存在しうるため
には父母の会は必須であると考えられる。
また、週に一度の借用校での学校運営であ
るため、教員と保護者間の連絡や、校舎内
での生徒の安全保持についても本会からの
支援が不可欠である。

(END)
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　こんにちは、行事委員です！

　私たち行事委員は、従来学校が主催する様々
な行事を、父母の会と協力しなが
ら補習校の補佐として年
に四回行っています。
 　主な行事としてはクラ
ス写真の撮影会、七夕、
夏休みの作品展、ひな祭り
があります。日本を知らな
い、アメリカで生まれ育っ
た子供やアメリカ以外から移住 してきた子供
たちのために昔から受け継いできた日本特有の
文化を少しでも経験できる機会を作り、補習校

での思い出の一ページになるよう願い活動して
います。
 　実施する行事を通して子供たちの緊張した

顔、真剣な顔、笑顔などうかがうことが
できます。特に夏休みの作品展では、全
学年の作品を興味深く見てまわってい
る姿がとても印象的でした。
　週一回の補習校のスケジュールを考
えると、たくさんある日本伝統行事を
全てこなすにはなかなか難しい部分
がありますが、皆さんの意見やリクエ

ストをできる限り検討し、充実した行事を実施
していけるように学校側及び父母の会と協力し
ながら進めていきたいと思います。

行事委員長　徳永晴美

THANK YOU NOTE
　2008年度（12月17日現在）、父母の会資金調達活動に寄付、ご協力くださいました

企業様一覧　（順不同）
Bingham McCutchen Murase,　 Hamamatsu Corp.,　 Kajima U.S.A. Inc.

Kawasaki Heavy Industries(USA), Inc., 　Onkyo USA Corp.
Panasonic Corporation of North America,　Sharp Electronics Corp.

The Futaba Corporation (T.I.C. Group),　 JVC Americas Corp.,
KIKUSUI USA, Inc., 　Maruzen International Co., Ltd,　Noritake Co., Inc.
Sumitomo Corporation of America,　Daicel(USA), Inc.,  Chugai USA, Inc. 

NTT America, Inc.,  Citizen Watch company of America, Inc.
Dowa Line America CO., LTD.,  JALPACK/JTB Global Travel, Inc.

Maxell Corp. of America,  Parisienne Bakery inc.,  Redac, Inc.  
Nikkei America, Inc.,  Salon Oasis，　Katsuko Salon, Inc.  

Wacoal America, Inc.,  All Nippon Airways, Co., Ltd.
 

この度は、父母の会資金調達活動にご支援いただき誠にありがとうございました。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。なお、寄付は現在も受け付けておりま

す。ご質問等ございましたら、父母の会までお問い合わせください。
資金調達委員
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別紙1　組織図
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アンケート集計結果（179世帯､12月17日）アンケート集計結果（179世帯､12月17日）アンケート集計結果（179世帯､12月17日）アンケート集計結果（179世帯､12月17日）アンケート集計結果（179世帯､12月17日）アンケート集計結果（179世帯､12月17日）

【Ｑ１】希望選出方法【Ｑ１】希望選出方法 【Ｑ５】立候補しない理由【Ｑ５】立候補しない理由

Ｑ１ 抽選（全員） 9 5% Ｑ５ 健康上の問題 4 2%
抽選（免除者除く） 139 78% 出産予定 3 2%
基準設定 26 15% 土曜日常勤 15 8%
その他 2 1% 仕事内容が不明 27 15%

３ヶ月以内の帰国 8 4%
【Ｑ２】抽選免除条件【Ｑ２】抽選免除条件 ２歳未満幼児 10 6%
Ｑ２ 過去の経験 107 60% 活動に興味なし 6 3%

３ヶ月以内の帰国 129 72% その他 44 25%
２歳未満幼児 95 53%
健康上の問題 112 63% 在米予定年数在米予定年数

出産予定 117 65% 2年以内 30 17%
土曜日常勤 108 60% 永住 64 36%
その他 9 5% その他 59 33%

【Ｑ３】選出基準【Ｑ３】選出基準 在籍年数在籍年数

Ｑ３ 補習校在籍年数 22 12% １年未満 49 27%
過去の経験 30 17% １年 17 9%
その他 3 2% ２年 29 16%

３年 23 13%
【Ｑ４】立候補について､また希望の役職【Ｑ４】立候補について､また希望の役職【Ｑ４】立候補について､また希望の役職 ４年 18 10%
Ｑ４ 考えている 45 25% ５年 10 6%

役職 広報委員 1 2% ６年 8 4%
（％は｢考えている｣と回答図書係 22 49% ７年 6 3%
した人数に対して） 運動会 5 11% ８年 8 4%
（記載されていない役職はクラス係 26 58% ９年 2 1%
回答数０） １１年 1 1%
考えていない 129 72% １２年 2 1%

※１０年は該当者なし。※１０年は該当者なし。
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